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寧に削除する.【硬膜切開】硬膜は中硬膜動脈を残して.

全て窓状iこ切除する.【STA-MCAanastomosis】STA

の前頭枝(･')枝と,頭頂枝を吻合に用い.doubleanastom(芯is

とする.【開頭】吻合終了後側頭筋を watertiglltに硬

膜をこ縫合し 骨弁を返納する.この際,側頭筋が頭蓋内

iこ移動してしまった分こめかム周辺の埠んが不足するた

め,人.ニト歯眼を用いて骨弁を 卜2mm 挙上させる.さ

L吊こPF恥珂鞠こ生しこた骨片や keyholeかtT)lilleatemIX1Ⅰ･alis

にかけて充填し先に剣離しておいた側頭筋膜を骨弁に縫

いつける.この操作を行うことにより術後の側頭部の陥

没が予防可能である.E皮膚縫合】皮下は呼吸系で密をこ

縫合し,皮膚はア戎 ナイロソ糸で縫合する.以上 本法

の実際をビデオにて供覧する.

1A-ll)前大脳動脈領域の虚血に対 して STA-
ACAallaSt｡nlOSisを行一〕たもやもや
病の 1例
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近年様々な血行再建術がもやもや病に行われてきてい

るが,前大脳動脈領域の血流低下に対しての血行再建術

は積極的には行われていなし､.今回我 は々 (℃cipitalaller y

を interpositiongraftとして STA-ACAal一aStOmOSis

を行い,前大脳動脈領域をこ良好な血行改善が得られた症

例を経験 した.症例は54歳男性で脳室内出血をこて発症.

血管撮影でもやもや病と診断された.血管撮影止は b誠al

moyanlOYaの発達は良好だが両側の前大脳動脈は起始

部狭窄のために造影は遅延しており,後大脳動脈からの

側副血行路より主に造影されていた.l'23xespECTで

は両側の中大脳動脈龍城の血行は良好で.Diamox負

荷による循環予備能も比較的保たれていたが,両側の前

大脳動脈領域では血流低下と循環予備能の低下を認めた.

血行再建術として前大脳動脈の side-t(二代idean拡tOmOSis

を行 った後,採取 しておいた occ呈pitalarteryを

inter･positiongzrcitとして用いて Rt.STAとLt.ACA

間を吻合した. 術後,anastomosisは patentで術前

低下していた前売脳動脈領域血流の改善が得られた.節

式の詳細に関して報告する.
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1A-12) クモ膜形成術
--頭蓋外一頭蓋内血行再建術におけ

る有用性-
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頭蓋外一頭蓋内血行再建術の術後.脳脊髄液の皮下,

硬膜外貯留が時に見られる.特に,モヤモヤ病では,硬

膜の完全な閉鎖は不可能であり,程度の差はあるが,蘇

後の髄液の皮下貯留は必発とも貰える.これを防止する

ために,我々は,最近 1年間,STA-MCA 吻合術の際

にクモ膜形成術を行ってきた.これは,クモ膜を血管吻

合に用いた10-0の十日7ン糸を用いて縫合するもので

ある.時間はせいぜい10分程度のものであり,これをこよ

り,術後の髄液貯留はほとんど見られなくなった,

深部や長い距離に及ぶ不整な切開でなければ亨脳表面

のクモ膜の縫合は実用的であり,これにより,髄液の貯

留が回避できる二王がある.

1A-13)頭蓋竹上-頭蓋内血管吻合 (IC-ICB)ljaSS)
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血行再建術は,脳外科手術において虚血性疾患ばかり

でなく,脳腫轟,脳動脈癖などの外科治療に際して重要

な optionの1つである.この技術として,頭蓋外一頭

蓋内血行再建術 (EC-ICBypass)が確立されてきた.

しかし.時には.頭蓋内動脈問での血行再建が必頃,あ

るいは有効なことも多い.我々は,虚血性疾患8例 (ACA

領域7†札 MCA簡域 1例).脳動脈痛3例に対して,

頭蓋内動脈問での吻合を行一.､てきた.吻合血管は,

ACA-ACA問8軌 ACA-SaphenousVeinGrti卜ACA

l例､MCA-MCA間 1例,I)CA--SCA間1例である.

本法は EC-IC恥 passに比べると熟練を要し,供養な

適応が必要である,しかし 本法により,困難な手術が

資金をこ行えることも多く,重要な技術と思われる,手技

の要点と問題を述べたい,

成法とその有用性
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パイポ-ラ-ピソ屯ットの欠点は,先端にこげ付きが


